
日時 令和８年８月２６日(水)　

午後３時開議

場所 市川市生涯学習センター　第２研修室

１ 開会

２ 会議成立の宣言

３ 議事日程の決定

４ 議案第23号 言語探究科の新設について

５ 閉会

令和８年８月臨時教育委員会議事日程



議案第23号 言語探究科の新設について・・・・・・・・・・・ 義務教育企画課 1

令和８年８月臨時教育委員会提出議案



議案第２３号 

 

言語探究科の新設について 

 

言語探究科の新設について、教育委員会の議決を求める。 

令和８年８月２６日提出 

市川市教育委員会 

教育長 高 木 秀 人    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理  由 

 

  市立学校における探究的な学び、主体的・対話的で深い学びの充実を図る

ため、小中一貫した教科「言語探究科」を新設する必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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「⾔語探究科」のスケジュールについて 令 和 8 年 ８ 月 ２ ６ 日

学校教育部 義務教育企画課

R8.7月
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５
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…

全小学校等へのALT配置

【市内各校】
特例校制度により「言語探究科」を実施

特例校申請
６．１～8.31

教育課程柔軟化サキドリ研究校（曽谷小、東国分中）

検
討
会
１

検
討
会
２

検
討
会
４

検
討
会
５

・R8年度に特例校申請を行い、R9年度より「言語
探究科」の授業を実施する。
・R9年度の「言語探究科」における英・国・総合
の時数は、各学校で柔軟に対応する。
・R10年度より、全ての学校で、時数を含めた「言
語探究科」を実施する。

授
業
モ
デ
ル
の
提
示

言語探究科を通しての学習活動

（１）国語、英語、総合における探究的な学習の実施
（２）総合をかけはしとした国語と英語の教科横断的な探究的学習
の実施
（３）世界につながる市川版英語教育の実施

※言語探究科としての評価は、文章表現を想定

「Challenge!」
○国語や英語などの⾔語を⽤いて、⾃分の思いや考えを伝え合う児童⽣徒
○多様な他者と協働しながら、⾃ら思考・判断し、挑戦する児童⽣徒

⽬指す⼦どもの姿

「⾔語探究科」を通して

「探究的な学習」を軸とした
「国語」「英語」「総合的な学習の時間」の実施

「世界につながる市川版英語教育」の実施
⼩1,2における英語の授業の実施
英語の授業時数増
CAN-DOリストの作成等

言語探究科概念図

検
討
会
３

2



「⾔語探究科」の教育課程表について 令 和 8 年 ８ 月 ２ ６ 日

学校教育部 義務教育企画課

R8.7月

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
国語 -306 -315 -245 -245 -175 -175
外国語 -70 -70

-35 -35

-70 -70 -70 -70

306 315 350 350 315 315

学年

教科の授業時数

外国語活動の授業時数
総合的な学習の時間

の授業時数
⾔語探究科

第１学年 第２学年 第３学年
国語 -140 -140 -105
外国語 -140 -140 -140

-50 -70 -70
330 350 315

教科の授業時数

総合的な学習の時間
⾔語探究科

学年

小学校、義務教育学校（前期課程）

中学校、義務教育学校（後期課程）
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各学校へ提⽰する「⾔語探究科」の授業モデル例について① 令 和 8 年 ８ 月 ２ ６ 日

学校教育部 義務教育企画課

R8.7月

①言語探究科の目標等の提示 ②国語、総合、英語の探究的な学習のプロセスの提示
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各学校へ提⽰する「⾔語探究科」の授業モデル例について② 令 和 8 年 ８ 月 ２ ６ 日

学校教育部 義務教育企画課

R8.7月

③教科等における探究学習例の提示 ④国語と総合、英語と総合の関連した学習例の提示
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各学校へ提⽰する「⾔語探究科」の授業モデル例について③ 令 和 8 年 ８ 月 ２ ６ 日

学校教育部 義務教育企画課

R8.7月

⑤教科時数の調整例の提示（１）

小学校国語科の授業について（案） 

  

○国語・・・「読むこと」以外の単元で内容を検討する。 

      単元の中で取り上げる指導事項を扱う時間以外を総合的な学習の時間や生活科など他教科と横断

的に実施をする。 

      カリキュラムマネジメントを行い、他教科と内容が重なる部分については、国語科として扱う部分

と他教科で扱う部分を整理する。 

       

【小１】国語 －１０時間の例  

標準国語科授業時数       ３０６時間  

 

 

『国語』 

教科書 ページ 単元名 内容 標準時数 減時数 削減指導内容等 

国語上 １４ かいてみよう 書く ３ １ 書写とあわせて行う 

「はじめのがくしゅう」 

⇒姿勢や鉛筆の持ち方等 

 ５２ みんなにはなそう 

指導事項 A ア、Ａウ 

話・聞 ４ ２ 図画工作科とあわせて行う 

「すきなものいっぱい」 

「おしえてみんなのすきなもの」

⇒絵を描く、紹介する 

 ５６ よく みて かこう 

指導事項Ｂア 

書く ４ １ 生活科とあわせて行う 

「はなややさいおおきくなっ

てね」⇒観察をする 

 ９４ なつのおもいでをはなそう 

指導事項Ａエ、Ａア 

 

話・聞 ５ ２ 特別活動とあわせて行う 

⇒夏休みの思い出の交流 

話す材料は事前に家庭に伝え

夏休み中に準備をする 

国語下 ８ しらせたいな、いきものの

ひみつ 

指導事項Ｂア 

書く 

 

６ １ 生活科とあわせて行う 

「むしとなかよくなろう」 

⇒伝える生き物を決める 

生き物を観察する 

 １１４ おもい出のアルバム 書く ８ １～２ 生活科とあわせて行う 

「もうすぐ２年生」 

⇒1 年間の振り返りをする 

『書写』 

教科書 ページ 単元名 内容 標準時数 減時数 削減指導内容等 

書写 ４０ 

４１ 

ありがとうカードをかこう  ２ ２ 国語科「こころがあたたかく

なる手がみ」とあわせて行う

 

 

⑥教科時数の調整例の提示（２）
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【様式１】

市川市教育委員会教育長

高木　秀人

37 校

(ふりがな)

✔ 開始年度：

✔ 既存教科等の組み換えによる独自の教科等の新設（※国際バカロレアの教育プログラムによるものを含む。）
　→①新設教科等名及びその目標・内容を簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

　→②内容を削減する教科等を右欄に全て記載してください。

✔ 国語
社会
算数
理科
生活
音楽
図画工作
家庭
体育

✔ 外国語
特別の教科である道徳

✔ 外国語活動

✔ 総合的な学習の時間

特別活動

　→③内容を削減する既存教科等について、削減する理由、削減する既存教科等の内容及び当該内容を教育課程上どのように
　　　（どのような学習活動等により）補完するのかを簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

４　特別の教育課程を開始する年度を確認の上、チェックを付してください。

５　特別の教育課程の概要について、以下から選択してください。（複数の類型を併せて行う場合は、複数選択してください。）

新設教科等名：言語探究科（国語）、言語探究科（外国語活動）、言語探究科（外国語）、言語探究科（総合的な学習の時間）
目標：「Challenge!」
・日本語や英語などの言語を使って、自分の思いや考えを伝え合う児童生徒
・多様な他者と協働しながら、自ら思考・判断し、挑戦する児童生徒
内容：探究的な授業の中で、読解力とコミュニケーション能力を相乗的に育成し、主体的・対話的で深い学びを実装する。

３　特別の教育課程を適用する学校名を入力してください。

学校名 別紙２　学校一覧のとおり

教育課程特例校指定申請書（新規）

記

申請年月日を入力→
（例．令和○年○月○日）

管理機関の代表者の氏名を入力→
（例．○○　○○）

下記のとおり、教育課程特例校の指定を希望するので、本申請書により申請します。

文部科学省初等中等教育局長　殿
管理機関名及び代表者の役職を入力→

（例．○○市教育委員会教育長）

１　特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関名等を入力してください。

都道府県・指定都市名 12千葉県

市川市教育委員会

設置者の別 公立

いちかわしきょういくいいんかい(ふりがな)
管理機関名

小学校

２　特別の教育課程を適用する学校種を選択してください。
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英語による教育（いわゆるイマージョン教育）

その他

① ✔

② ✔

③ ✔

④ ✔

⑤ ✔

⑥ ✔

⑦ ✔

① ✔

② ✔

④ ✔

７　特別の教育課程を編成する際の各教科等の授業時数を別紙１－１の教育課程表に入力してください。

８　特別の教育課程を編成する学校の一覧及び教育課程の特例の概要を別紙２に入力してください。

特別の教育課程において、学習指導要領において全ての児童生徒に履修させる内容として定められている事項が適切に取り扱われていること
を、市川市教育委員会において確認済である。

６　地域や学校の特色と、その特色を活かして特別の教育課程を編成して教育を行う理由を記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）
市立小中学校等において、～市川クオリティ・ロゴス～「言葉の力で未来を拓く市川の教育」を将来像として、市立学校の小中一貫した探究的な学びを推進してい
くため。

・国語・外国語活動・外国語・総合の教科領域を合わせて言語探究科とする。教科名は言語探究科（国語）、言語探究科（外国語活動）、言語
探究科（外国語）、言語探究科（総合的な学習の時間）とし、各教科領域の学習内容を踏襲する。
・国語・外国語活動・外国語・総合の総授業時数の中で指定した学校で柔軟に授業時間を設定する。小学校１年生、２年生では、言語探究科
（外国語活動）の設定を行うことも可能とする。
・国語・外国語活動・外国語・総合における探究的な学習をすすめ、相互に関連させた学習モデルのもと、小中一貫した取組を行う。

９　以下①～⑦の各項目について、それぞれ要件を満たしていることを確認し、チェックを付してください。

【令和9年4月30日までに公表し、令和9年5月31日までに文部科学省に報告すること。】

✔③

特別の教育課程について、児童生徒の発達の段階並びに各教科等の特性に応じた内容の系統性及び体系性に配慮がなされていることを、市川市
教育委員会において確認済である。

10　教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況の報告等に関する以下①～④の各項目について、それぞれ確認し、チェックを付してください。

　（３）実施要項記載事項の確認

　（２）児童生徒の教育上適切な配慮

　（１）各学校の同意

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、①の評価の結果を踏まえた当該学校の児童生徒の保護者その他の学校関係者
（当該学校の職員を除く。）による評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

市川市教育委員会は、教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況を把握・検証し、毎年度、その結果を、当該管理機関等のウェブサイ
ト（当該機関のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情がある場合は、地域に広く公表することのできるその他
の媒体）において公表するとともに、文部科学省に報告する予定である。

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、自ら評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

特別の教育課程において、②～⑤までに記載するものの他、児童生徒の転出入に対する配慮等の教育上必要な配慮がなされていることを、市川
市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程について、保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮がなされていることを、市
川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程を編成することについて、８の各学校の同意を得ている。

教育課程特例校制度実施要項に記載の事項について、８の各学校及び市川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程の内容について、７の各学校のウェブサイト（学校のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情が
ある場合は、地域に広く公表することのできるその他の媒体）において公表し、特別の教育課程が実施されている間公表を継続する予定であ
る。

特別の教育課程について、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する各学校の教育の目標に関する
規定等に照らして適切であることを、市川市教育委員会において確認済である。
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第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年
850 910 980 1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数

(850) (910) (980) (1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数
0 0 0 0 0 0 下段…授業時数の増減
0 0 0 0 0 0

(306) (315) (245) (245) (175) (175) 【エラーチェック】
-306 -315 -245 -245 -175 -175

70 90 100 105
(70) (90) (100) (105)
0 0 0 0

136 175 175 175 175 175
(136) (175) (175) (175) (175) (175)

0 0 0 0 0 0
90 105 105 105

(90) (105) (105) (105)
0 0 0 0

102 105
(102) (105)

0 0
68 70 60 60 50 50

(68) (70) (60) (60) (50) (50)
0 0 0 0 0 0
68 70 60 60 50 50

(68) (70) (60) (60) (50) (50)
0 0 0 0 0 0

60 55
(60) (55)
0 0

102 105 105 105 90 90
(102) (105) (105) (105) (90) (90)

0 0 0 0 0 0
0 0

(70) (70)
-70 -70

34 35 35 35 35 35
(34) (35) (35) (35) (35) (35)
0 0 0 0 0 0

0 0
(35) (35)
-35 -35
0 0 0 0

(70) (70) (70) (70)
-70 -70 -70 -70

34 35 35 35 35 35
(34) (35) (35) (35) (35) (35)
0 0 0 0 0 0

306 315 350 350 315 315
←新設教科等を設けている場合、
  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

【様式１】別紙１－１　教育課程表（小学校及び義務教育学校前期課程）

授業時数を変更する教科等について、黄色背景セルの値を修正してください。

学年

合計

各教科の授業時数

国語

社会

算数

理科

生活

音楽

図画工作

家庭

体育

外国語

-

総合的な学習の時間
の授業時数

特別活動の授業時数

言語探究科

別紙１－１にエラーはありませんが、
誤りがないか再度確認してください。

特別の教科である道徳
の授業時数

外国語活動の授業時数

- -

- -

- - - -

- - -

- - - -

- -- -

- -
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・特別の教育課程を編成する各学校について、学校名及び編成する教育課程の特例を記載してください。
・１行あたり１校ずつ入力してください。

文部科学省に本申請書を提出するのは何度目ですか。

1 度目 37 校

国 社 算 数 理 生 音 図 美 家 技・家 体 保体 外 道 外活 総 特 その他
12千葉県 市川市教育委員会 いちかわしきょういくいいんかい 公立 市川市立市川小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科

市川市立真間小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立中山小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立八幡小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立国分小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立大柏小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立宮田小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立冨貴島小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立若宮小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立国府台小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立平田小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立鬼高小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立菅野小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立行徳小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立信篤小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立稲荷木小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立南行徳小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立鶴指小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立宮久保小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立二俣小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立中国分小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立大町小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立北方小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立新浜小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立百合台小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立富美浜小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立柏井小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立大洲小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立幸小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立新井小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立南新浜小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立大野小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立塩焼小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立稲越小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立大和田小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立福栄小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科
市川市立妙典小学校 小 ● ● ● ● 言語探究科

新設教科 イマージョン教育
削減教科

その他

【様式１】別紙２　特別の教育課程を編成する学校の一覧

都道府県 管理機関 ふりがな 設置 学校名 学校種
教育課程の特例
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【様式１】

市川市教育委員会教育長

高木　秀人

14 校

(ふりがな)

✔ 開始年度：

✔ 既存教科等の組み換えによる独自の教科等の新設（※国際バカロレアの教育プログラムによるものを含む。）
　→①新設教科等名及びその目標・内容を簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

　→②内容を削減する教科等を右欄に全て記載してください。

✔ ✔ 国語
社会
数学
理科
音楽
美術
保健体育
技術・家庭

✔ 外国語
✔ 特別の教科である道徳

✔ 総合的な学習の時間
特別活動

✔

　→③内容を削減する既存教科等について、削減する理由、削減する既存教科等の内容及び当該内容を教育課程上どのように
　　　（どのような学習活動等により）補完するのかを簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

学校名 別紙２　学校一覧のとおり

教育課程特例校指定申請書（新規）

記

申請年月日を入力→
（例．令和○年○月○日）

管理機関の代表者の氏名を入力→
（例．○○　○○）

下記のとおり、教育課程特例校の指定を希望するので、本申請書により申請します。

文部科学省初等中等教育局長　殿
管理機関名及び代表者の役職を入力→

（例．○○市教育委員会教育長）

１　特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関名等を入力してください。

都道府県・指定都市名 12千葉県

市川市教育委員会

設置者の別 公立

いちかわしきょういくいいんかい(ふりがな)
管理機関名

中学校

２　特別の教育課程を適用する学校種を選択してください。

４　特別の教育課程を開始する年度を確認の上、チェックを付してください。

５　特別の教育課程の概要について、以下から選択してください。（複数の類型を併せて行う場合は、複数選択してください。）

新設教科等名：言語探究科（国語）、言語探究科（外国語）、言語探究科（総合的な学習の時間）
目標：「Challenge!」
・日本語や英語などの言語を使って、自分の思いや考えを伝え合う児童生徒
・多様な他者と協働しながら、自ら思考・判断し、挑戦する児童生徒
内容：探究的な授業の中で、読解力とコミュニケーション能力を相乗的に育成し、主体的・対話的で深い学びを実装する。

３　特別の教育課程を適用する学校名を入力してください。
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英語による教育（いわゆるイマージョン教育）

その他

① ✔

② ✔

③ ✔

④ ✔

⑤ ✔

⑥ ✔

⑦ ✔

① ✔

② ✔

④ ✔

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、①の評価の結果を踏まえた当該学校の児童生徒の保護者その他の学校関係者
（当該学校の職員を除く。）による評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

市川市教育委員会は、教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況を把握・検証し、毎年度、その結果を、当該管理機関等のウェブサイ
ト（当該機関のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情がある場合は、地域に広く公表することのできるその他
の媒体）において公表するとともに、文部科学省に報告する予定である。

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、自ら評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

特別の教育課程において、②～⑤までに記載するものの他、児童生徒の転出入に対する配慮等の教育上必要な配慮がなされていることを、市川
市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程について、保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮がなされていることを、市
川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程を編成することについて、８の各学校の同意を得ている。

教育課程特例校制度実施要項に記載の事項について、８の各学校及び市川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程の内容について、７の各学校のウェブサイト（学校のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情が
ある場合は、地域に広く公表することのできるその他の媒体）において公表し、特別の教育課程が実施されている間公表を継続する予定であ
る。

特別の教育課程について、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する各学校の教育の目標に関する
規定等に照らして適切であることを、市川市教育委員会において確認済である。

９　以下①～⑦の各項目について、それぞれ要件を満たしていることを確認し、チェックを付してください。

【令和9年4月30日までに公表し、令和9年5月31日までに文部科学省に報告すること。】

✔③

特別の教育課程について、児童生徒の発達の段階並びに各教科等の特性に応じた内容の系統性及び体系性に配慮がなされていることを、市川市
教育委員会において確認済である。

10　教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況の報告等に関する以下①～④の各項目について、それぞれ確認し、チェックを付してください。

　（３）実施要項記載事項の確認

　（２）児童生徒の教育上適切な配慮

　（１）各学校の同意

７　特別の教育課程を編成する際の各教科等の授業時数を別紙１－２の教育課程表に入力してください。

８　特別の教育課程を編成する学校の一覧及び教育課程の特例の概要を別紙２に入力してください。

特別の教育課程において、学習指導要領において全ての児童生徒に履修させる内容として定められている事項が適切に取り扱われていること
を、市川市教育委員会において確認済である。

６　地域や学校の特色と、その特色を活かして特別の教育課程を編成して教育を行う理由を記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）
市立小中学校等において、～市川クオリティ・ロゴス～「言葉の力で未来を拓く市川の教育」を将来像として、市立学校の小中一貫した探究的な学びを推進してい
くため。

・国語・外国語・総合の教科領域を合わせて言語探究科とする。教科名は言語探究科（国語）、言語探究科（外国語）、言語探究科（総合的な
学習の時間）とし、各教科領域の学習内容を踏襲する。
・国語・外国語・総合の総授業時数の中で指定した学校で柔軟に授業時間を設定する。
・国語・外国語・総合における探究的な学習をすすめ、相互に関連させた学習モデルのもと、小中一貫した取組を行う。
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第1学年 第2学年 第3学年
第7学年 第8学年 第9学年

1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数
(1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数

0 0 0 下段…授業時数の増減
0 0 0

(140) (140) (105) 【エラーチェック】
-140 -140 -105
105 105 140

(105) (105) (140)
0 0 0

140 105 140
(140) (105) (140)

0 0 0
105 140 140

(105) (140) (140)
0 0 0
45 35 35

(45) (35) (35)
0 0 0
45 35 35

(45) (35) (35)
0 0 0

105 105 105
(105) (105) (105)

0 0 0
70 70 35

(70) (70) (35)
0 0 0
0 0 0

(140) (140) (140)
-140 -140 -140
35 35 35

(35) (35) (35)
0 0 0
0 0 0

(50) (70) (70)
-50 -70 -70
35 35 35

(35) (35) (35)
0 0 0

330 350 315
←新設教科等を設けている場合、
  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

別紙１－２にエラーはありませんが、
誤りがないか再度確認してください。

総合的な学習の時間
の授業時数

特別活動の授業時数

言語探究科

合計

特別の教科である道徳
の授業時数

技術・家庭

外国語

【様式１】別紙１－２教育課程表（中学校、義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程）

授業時数を変更する教科等について、黄色背景セルの値を修正してください。

学年（中学校及び中等教育学校）

各教科の授業時数

国語

社会

数学

理科

学年（義務教育学校）

音楽

美術

保健体育
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・特別の教育課程を編成する各学校について、学校名及び編成する教育課程の特例を記載してください。
・１行あたり１校ずつ入力してください。

文部科学省に本申請書を提出するのは何度目ですか。

1 度目 14 校

国 社 算 数 理 生 音 図 美 家 技・家 体 保体 外 道 外活 総 特 その他
12千葉県 市川市教育委員会 いちかわしきょういくいいんかい 公立 市川市立第一中学校 中 ● ● ● 言語探究科

市川市立第二中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第三中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第四中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第五中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第六中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第七中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立第八中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立下貝塚中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立高谷中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立福栄中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立大洲中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立南行徳中学校 中 ● ● ● 言語探究科
市川市立妙典中学校 中 ● ● ● 言語探究科

その他

【様式１】別紙２　特別の教育課程を編成する学校の一覧

都道府県 管理機関 ふりがな 設置 学校名 学校種
教育課程の特例

新設教科 イマージョン教育
削減教科
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【様式１】

市川市教育委員会教育長

高木　秀人

1 校

(ふりがな)

✔ 開始年度：

✔ 既存教科等の組み換えによる独自の教科等の新設（※国際バカロレアの教育プログラムによるものを含む。）
　→①新設教科等名及びその目標・内容を簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

　→②内容を削減する教科等を右欄に全て記載してください。
前期課程 後期課程
✔ 国語 ✔ 国語

社会 社会
算数 数学
理科 理科
生活 音楽
音楽 美術
図画工作 保健体育
家庭 技術・家庭
体育 ✔ 外国語

✔ 外国語 特別の教科である道徳
特別の教科である道徳 ✔ 総合的な学習の時間

✔ 外国語活動 特別活動

✔ 総合的な学習の時間

特別活動

　→③内容を削減する既存教科等について、削減する理由、削減する既存教科等の内容及び当該内容を教育課程上どのように
　　　（どのような学習活動等により）補完するのかを簡潔に記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）

４　特別の教育課程を開始する年度を確認の上、チェックを付してください。

５　特別の教育課程の概要について、以下から選択してください。（複数の類型を併せて行う場合は、複数選択してください。）

新設教科等名：言語探究科（国語）、言語探究科（外国語活動）、言語探究科（外国語）、言語探究科（総合的な学習の時間）
目標：「Challenge!」
・日本語や英語などの言語を使って、自分の思いや考えを伝え合う児童生徒
・多様な他者と協働しながら、自ら思考・判断し、挑戦する児童生徒
内容：探究的な授業の中で、読解力とコミュニケーション能力を相乗的に育成し、主体的・対話的で深い学びを実装する。

３　特別の教育課程を適用する学校名を入力してください。

学校名 市川市立塩浜学園

いちかわしりつしおはまがくえん

教育課程特例校指定申請書（新規）

記

申請年月日を入力→
（例．令和○年○月○日）

管理機関の代表者の氏名を入力→
（例．○○　○○）

下記のとおり、教育課程特例校の指定を希望するので、本申請書により申請します。

文部科学省初等中等教育局長　殿
管理機関名及び代表者の役職を入力→

（例．○○市教育委員会教育長）

１　特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関名等を入力してください。

都道府県・指定都市名 12千葉県

市川市教育委員会

設置者の別 公立

いちかわしきょういくいいんかい(ふりがな)
管理機関名

義務教育学校

２　特別の教育課程を適用する学校種を選択してください。
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英語による教育（いわゆるイマージョン教育）

その他

① ✔

② ✔

③ ✔

④ ✔

⑤ ✔

⑥ ✔

⑦ ✔

① ✔

② ✔

④ ✔

７　特別の教育課程を編成する際の各教科等の授業時数を別紙１－１及び別紙１－２の教育課程表に入力してください。

８　特別の教育課程を編成する学校の一覧及び教育課程の特例の概要を別紙２に入力してください。

特別の教育課程において、学習指導要領において全ての児童生徒に履修させる内容として定められている事項が適切に取り扱われていること
を、市川市教育委員会において確認済である。

６　地域や学校の特色と、その特色を活かして特別の教育課程を編成して教育を行う理由を記載してください。（必要に応じて行の高さを調整してください。）
市立小中学校等において、～市川クオリティ・ロゴス～「言葉の力で未来を拓く市川の教育」を将来像として、市立学校の小中一貫した探究的な学びを推進してい
くため。

・国語・外国語活動・外国語・総合の教科領域を合わせて言語探究科とする。教科名は言語探究科（国語）、言語探究科（外国語活動）、言語
探究科（外国語）、言語探究科（総合的な学習の時間）とし、各教科領域の学習内容を踏襲する。
・国語・外国語活動・外国語・総合の総授業時数の中で指定した学校で柔軟に授業時間を設定する。小学校１年生、２年生では、言語探究科
（外国語活動）の設定を行うことも可能とする。
・国語・外国語活動・外国語・総合における探究的な学習をすすめ、相互に関連させた学習モデルのもと、小中一貫した取組を行う。

９　以下①～⑦の各項目について、それぞれ要件を満たしていることを確認し、チェックを付してください。

【令和9年4月30日までに公表し、令和9年5月31日までに文部科学省に報告すること。】

✔③

特別の教育課程について、児童生徒の発達の段階並びに各教科等の特性に応じた内容の系統性及び体系性に配慮がなされていることを、市川市
教育委員会において確認済である。

10　教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況の報告等に関する以下①～④の各項目について、それぞれ確認し、チェックを付してください。

　（３）実施要項記載事項の確認

　（２）児童生徒の教育上適切な配慮

　（１）各学校の同意

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、①の評価の結果を踏まえた当該学校の児童生徒の保護者その他の学校関係者
（当該学校の職員を除く。）による評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

市川市教育委員会は、教育課程特例校における特別の教育課程の実施状況を把握・検証し、毎年度、その結果を、当該管理機関等のウェブサイ
ト（当該機関のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情がある場合は、地域に広く公表することのできるその他
の媒体）において公表するとともに、文部科学省に報告する予定である。

８の各学校は、特別の教育課程に基づく教育の実施状況について、自ら評価を行い、毎年度その結果を公表する予定である。

特別の教育課程において、②～⑤までに記載するものの他、児童生徒の転出入に対する配慮等の教育上必要な配慮がなされていることを、市川
市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程について、保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮がなされていることを、市
川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程を編成することについて、８の各学校の同意を得ている。

教育課程特例校制度実施要項に記載の事項について、８の各学校及び市川市教育委員会において確認済である。

特別の教育課程の内容について、７の各学校のウェブサイト（学校のウェブサイトが存在しない又は一時的に利用できないなどの特段の事情が
ある場合は、地域に広く公表することのできるその他の媒体）において公表し、特別の教育課程が実施されている間公表を継続する予定であ
る。

特別の教育課程について、教育基本法（平成18年法律第120号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に規定する各学校の教育の目標に関する
規定等に照らして適切であることを、市川市教育委員会において確認済である。
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第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年
850 910 980 1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数

(850) (910) (980) (1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数
0 0 0 0 0 0 下段…授業時数の増減
0 0 0 0 0 0

(306) (315) (245) (245) (175) (175) 【エラーチェック】
-306 -315 -245 -245 -175 -175

70 90 100 105
(70) (90) (100) (105)
0 0 0 0

136 175 175 175 175 175
(136) (175) (175) (175) (175) (175)

0 0 0 0 0 0
90 105 105 105

(90) (105) (105) (105)
0 0 0 0

102 105
(102) (105)

0 0
68 70 60 60 50 50

(68) (70) (60) (60) (50) (50)
0 0 0 0 0 0
68 70 60 60 50 50

(68) (70) (60) (60) (50) (50)
0 0 0 0 0 0

60 55
(60) (55)
0 0

102 105 105 105 90 90
(102) (105) (105) (105) (90) (90)

0 0 0 0 0 0
0 0

(70) (70)
-70 -70

34 35 35 35 35 35
(34) (35) (35) (35) (35) (35)
0 0 0 0 0 0

0 0
(35) (35)
-35 -35
0 0 0 0

(70) (70) (70) (70)
-70 -70 -70 -70

34 35 35 35 35 35
(34) (35) (35) (35) (35) (35)
0 0 0 0 0 0

306 315 350 350 315 315
←新設教科等を設けている場合、
  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

【様式１】別紙１－１　教育課程表（小学校及び義務教育学校前期課程）

授業時数を変更する教科等について、黄色背景セルの値を修正してください。

学年

合計

各教科の授業時数

国語

社会

算数

理科

生活

音楽

図画工作

家庭

体育

外国語

-

総合的な学習の時間
の授業時数

特別活動の授業時数

言語探究科

別紙１－１にエラーはありませんが、
誤りがないか再度確認してください。

特別の教科である道徳
の授業時数

外国語活動の授業時数

- -

- -

- - - -

- - -

- - - -

- -- -

- -
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第1学年 第2学年 第3学年
第7学年 第8学年 第9学年

1015 1015 1015 上段…変更後の授業時数
(1015) (1015) (1015) 中段…学校教育法施行規則に定める標準授業時数

0 0 0 下段…授業時数の増減
0 0 0

(140) (140) (105) 【エラーチェック】
-140 -140 -105
105 105 140

(105) (105) (140)
0 0 0

140 105 140
(140) (105) (140)

0 0 0
105 140 140

(105) (140) (140)
0 0 0
45 35 35

(45) (35) (35)
0 0 0
45 35 35

(45) (35) (35)
0 0 0

105 105 105
(105) (105) (105)

0 0 0
70 70 35

(70) (70) (35)
0 0 0
0 0 0

(140) (140) (140)
-140 -140 -140
35 35 35

(35) (35) (35)
0 0 0
0 0 0

(50) (70) (70)
-50 -70 -70
35 35 35

(35) (35) (35)
0 0 0

330 350 315
←新設教科等を設けている場合、
  名称及び各学年の授業時数を記載してください。

合計

特別の教科である道徳
の授業時数

技術・家庭

外国語

【様式１】別紙１－２教育課程表（中学校、義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程）

授業時数を変更する教科等について、黄色背景セルの値を修正してください。

学年（中学校及び中等教育学校）

各教科の授業時数

国語

社会

数学

理科

学年（義務教育学校）

音楽

美術

保健体育

別紙１－２にエラーはありませんが、
誤りがないか再度確認してください。

総合的な学習の時間
の授業時数

特別活動の授業時数

言語探究科
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・特別の教育課程を編成する各学校について、学校名及び編成する教育課程の特例を記載してください。
・１行あたり１校ずつ入力してください。

文部科学省に本申請書を提出するのは何度目ですか。

1 度目 1 校

国 社 算 数 理 生 音 図 美 家 技・家 体 保体 外 道 外活 総 特 その他
12千葉県 市川市教育委員会 いちかわしきょういくいいんかい 公立 市川市立塩浜学園 義務 ● ● ● ● 言語探究科

新設教科 イマージョン教育
削減教科

その他

【様式１】別紙２　特別の教育課程を編成する学校の一覧

都道府県 管理機関 ふりがな 設置 学校名 学校種
教育課程の特例
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